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知的障害者支援に特化した多機能型入所施設

▼ シャロームみなみ風全景

▲カフェレストラン
おんぶらーじゅ



・ 施設は6つのユニットと地下のカフェから構成され、
非常にコンパクトかつ凝縮された機能を持つ反面、
その構造上多くの死角が存在します。
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・ そのため各職員は持ち場を離れなくて済むように
PHSを用いて他職員と連絡を取り合っていました。

・ また、PHSはナースコール受信機能や館内一斉放送の機能も兼ねており、
情報共有のための重要な支援ツールとして活用されてきました。



導入経緯①
開所から10年が経過し、耐久年数を超えたPHSが

増えてきました。

各ユニットにまんべんなく配置していたPHSが徐々に
減ってゆき、早急な修理・交換が必要な機運が
年々高まっていました。

しかし使用しているPHSは多機能型で1台8万円強の
費用が掛かり、故障したPHSを交換するだけで数百万の
予算が必要な状況でした。

すると、
「そこまでの費用を掛けるのであれば、いっそ
スマートフォンに切り替えて機能の拡張を図り、
業務の効率化を目指すことでむしろ経費の削減や
現在抱えている課題を解消できるのではないか」
という意見があがってくるようになりました。



導入経緯②
この活動は法人全体のプロジェクトとして始動することとなりました。

名称 ICTプロジェクト
障害者支援施設等デジタル技術等活用支援事業を活用し、

業務の効率化を以って施設の持つ課題解決を目指すこととなりました。

活動内容
・ PHSからスマートフォンへの転換
・ それを実現させるために必要な付帯工事の検証
・ それらによる業務効率化の検討
・ 支援サービス向上につながる機能などの検討

↓ ↓ ↓
人材不足に伴う課題解消へ



期待される効果

変化

◎ いかに少ない人数でサービスを維持するか?
◎ いかに未経験者を即戦力化するか?
◎ 効率の悪い部分をいかに効率化するか?
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導入内容
・ iPhoneSE3 60台
・ 館内WIFI設備の強靭化
・ ベッドセンサー 24台
・ トイレセンサー 3台
・ 福祉事業者向け情報共有アプリ導入

投入予算
約1,696万円

（うち都補助金1,248万円）※予定



全館の無線環境
を改善します

※地下階から4階まで
アクセスポイントの数
を倍増させて無線環境
を改善します

※ 地下階にプリンタなどを
設置することも可能になります
→厨房・就労職員の動線改善

※今後導入を検討

※ 今後更に利用が増えるで
あろうキャッシュレス決済
通信時などの通信トラブル
を防ぎます

※ 朝、夕の記録入力時など職員が
一斉に同時接続してもつながりに
くくなりません。

✕約



PHSを廃止しiPhone
を活用していきます

SIMあり
外線発着信可

拠点⾧ 施設⾧ 相談 医務室 カフェ 宿直/汎用 送迎添乗 送迎添乗 厨房

SIMなし
入所/生介支援員 支援 支援 支援 支援

支援 支援 支援 支援

支援 支援 支援 支援 支援 支援 支援 支援

支援 支援 支援 支援 支援 支援 支援 支援

支援 支援

支援 支援

支援 支援 支援 支援

支援 支援 支援 支援

SIMなし
その他職員

看護師 看護師 看護師 リハ 就労

主任

就労 就労

送迎ドライバー、
清掃等の非常勤、
事務員、調理員

がiPhoneを
持つことは想定
していません。

就労

自立 自立 汎用/予備 汎用/予備

10台 ※固定配置

38台

12台

※ 一人一台貸与します
※非常勤支援員への貸与はありません
※非常勤支援員へは必要に応じ汎用を使用可能です。
※SIMが無くとも代表電話回線経由の外線発着信が可能です。
※現場から直接タクシーを呼ぶことが可能になります。

※ 日中は宿直用を予備/汎用として活用

※ SIMありはそれぞれ固定の電話番号が振られるので直接外線を受けられます
例1：お客様から直接カフェへお弁当注文・席予約の電話が可能になります
例2：嘱託医・薬局から直接看護師へ直接電話でのやりとりが可能になります
例3：食材業者から直接厨房への発注内容確認などの電話が可能になります
例4：他福祉事業者や契約中の利用者から直接相談支援専門員への電話が可能になります

※ 管理役職者は自宅へ持ち帰ることも想定しています。

支援

支援



タッチ
で出退
勤打刻

iPhone
or iPadを
持ち出し

出退勤

社員証
タッチ
で解錠

※退職後は登録を削除
して入館不可にします

→セキュリティ強化

※手書きの出勤簿を
廃止して職員の集計
作業を軽減します。

※先行導入済

※充電スタンドはイメージ

※ iPhoneは個人ごとに貸与し
ます。

直接処遇にあたる職員は
1人1台iPhoneを持って勤務します。

勤怠システムに
直接反映します



支援システム
にログインし
てお知らせ/

業務連絡/特記
をスムーズに

確認。

情報共有アプリ
にログインして
自グループの

申し送りを確認。
※チャット機能

現場へ

※導入済 【これまで】
パソコン起動→

ログインID入力→
支援システム起動→

→お知らせ、特記他を確認

【これまで】
紙のメモ、紙のノート、ふせんで
申し送り→連絡帳を探す 読めない字も？
昔の申し送りは探せない…

遅い、重い、
つながらない、

順番待ち…



現場運用例①
ケース
記録

入力＆
確認 ナース

コール
応対

迷ったら
その場で
マニュア
ルを確認 病院・薬局

から直接
看護師へ

外線
発着信
可能

経
由

代表電話番号で
家族・関係者へ発信可能

全館
放送

音声でも
入力可能

お客様から
直接お弁当
注文受付

内線
連絡

「どこにも
いない」は
もう終わり

ケガや痣、
特異行動の
写真や動画
を即時共有/

自動保存

私物スマホで
撮影→PC取

込→消去…の
手順が不要と
なります。

事務に放送
依頼する
必要なし

グループ
チャット活用
※グループ内
職員連絡帳

紙の連絡帳は
不要、過去の
検索も容易。

事務の
取次不要
事務の

取次不要



行事や地
域交流SP
のカレン
ダー確認

献立を
確認

個人メール
のある管理
職は現場で
メール確認

書類を
スキャン
して記録
に添付

iPhone
から直接
印刷可能

生活用品や
Amazon商
品その場で
カートへIN 事務で

発注

【対応の迅速化】
これまでスタッフ
室に戻りPC操作し
なければできな
かったことが現場
で対応可能に。

現場から
ZOOMで
会議参加

会議欠席
者は後日
ZOOMで
視聴可能 会議・研修参加が

容易になります

現場運用例②



外部での
運用例

通院先
その場
で記録
入力

出張先で
も情報を
確認可能

一部は
SIMあり
を導入

※SIMあり以外は
要wifiなので別途
モバイルwifi等を導入

要

※SIMありiPhoneでの
デザリングでも可能

在宅ワーク
の幅も拡が
りますああ

旅行行事
外出行事
先から支
援記録入
力可能

施設で
即情報
共有

外部販売、
採用イベ
ントでも

活躍



夜勤者の
iPhone
からも

確認可能夜間運用例

就寝状況
一括確認

トイレ
立ち上
がりを
検知

外線
自動
転送

※ 18時になったら
宿直者iPhoneに外線
が転送され、朝9時
になったら解除され
ます。

※ 重身居室にセンサーマットを配置し、夜間はモニター
一括管理を行います。

※ 2階一部トイレにセンサーを配置し、
立ち上がりを検知します。
※※直近居室のナースコールが鳴動します



夜間モニター
イメージ



その他
今後の展望①

社内アン
ケート

委員会等で
有効活用！

利用者・
職員の顔
写真名簿

新人も
安心！

ワーク
フロー

（起案書）
（伺い書）

伺い書や起案書がど
こまで回っているの

か確認できます

調理食材
をキャッ
シュレス
で購入

備品を
キャッ

シュレス
で購入

現金いらず
精算不要

※ 事務・厨房・カフェなど
一部部門より試験運用開始予定



エレベー
ター呼出

操作

※今後導入を検討

居室扉
解錠
操作

※今後導入を検討

館内
モニタ
確認

スタッフ室に
戻る必要なし

※今後導入を検討

iPhoneで
受信→絆
に自動で

転記

※体調不良等で動けない利用者
の血圧、バイタル自動測定

※今後対応予定

今後の展望
②

夜間
来客者
対応

※今後導入を検討
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